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行ったこと

当初の目的

モデルの要件定義

モデルのデータパイプラインを構築

モデルの構築

トラブル

GPUのメモリ不足
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モデルの要件

要件

とりあえず簡単のためシンプルなモデルで構築してみる要件は

入力テーブルはキーワード

キーワードは tf-idfを使って特許文書から抽出して教師ラベル
を作成

特許の引用数等のパラメータは前回紹介の論文のように別で考
慮させる
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モデルの構築で行ったこと

要件

エンコーダーデコーダーモデルの GRUを LSTMに変更 attention機
構を導入

Figure: 2: トラブル
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モデルの構築で行ったこと

トラブル

モデルの構築とテストを行っている最中に GPUのメモリが足りな
いとのエラーが出ている＝＞モデルで使うニューラルネットの隠れ
層の次元数を減らす等を行う必要がある.

Figure: 2: トラブル
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